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  〒３５０－１３３５ 狭山市柏原２５２０－１１ TEL04-2954-5073  生徒数 ２５６ 名 

  ＜学校教育目標＞ 今を精いっぱい生きる・凡事徹底 ○希望を持って進む生徒 
 
「努力し続けられる才能」                          校長 采澤 敬 

 先月は、修学旅行（３年生）、宿泊学習（２年生）、校外学習（１年生）といった大き

な行事が行われました。今回のことで「できたこと」や「がんばったこと」は、普段の生

活でも実践できるはずです。今後の学校生活や授業、次の行事に生かしてください。 

また、今月は運動部にとって最後の大会が行われます。先日の朝会では、「勝つため（目

標を達成するため）には」というテーマで、柔道家の北田典子さん（ソウルオリンピック

銅メダリスト）の話をしました。北田さんは、「ここぞ」というときに勝てる選手に共通

するものの一つに「努力し続けられる才能」を挙げ、これが非常に大切だとも言っていま

した。私もそうだと思います。努力が確実に報われるのであれば、誰でも必ず挑戦すると

思います。しかし、報われないかもしれないところで、同じ情熱、気力、モチベーション

を持って継続していくのは非常に大変なことであり、それこそが才能だと思います。 

３年生は大舞台に向けて悔いのない戦いをするとともに、１、２年生はしっかりと３年

生をサポートしてくれることを期待しています。 

 
 

第１回 柏原小・中学校運営協議会を開催 ～コミュニティ・スクール～ 
５月１３日（火）に、令和７年度 第１回柏原小・中学校運営協議会が開催されました。 

学校運営協議会は、地域の代表や有識者らによって構成され、学校・家庭・地域が一体

となって子どもたちの「学び」をサポートするために組織されています。 

協議会では、初めに運営協議委員に狭山市教育委員会からの任命状が交付された後、会

長・副会長の選任と役員の選出が行われました。（※下記名簿参照）その後、小中学校の両校

長から、それぞれの学校経営方針等について説明をし、承認を得られることができました。 

意見交換の場では、主に柏原

地区での不審者情報、児童生徒

の交通事故の不安、柏原公民館

での放課後の取組について話

題となりました。 

今後も地域一体で情報を共

有し、「チーム柏原」として学

校応援体制を構築できたらと

思っています。 

次回の開催は、７月８日（火）

を予定しています。 
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３年生 修学旅行 
 

５/１４（水）～１６（金）の２泊３日で金沢・福井へ修学旅行に行ってきました。

３日間とも好天に恵まれ、外国からの旅行客や観光客の数も、他の観光地に比べて少

なく、充実した時間を過ごすことができました。班行動等では、行動計画の通りに進

められなかった班もあったようでしたが、お互いによく協力し、時には臨機応変に対

応するなど、チームワークを発揮することができました。修学旅行に行けたことへの

感謝の気持ちを忘れずに、この経験を今後の生活に生かしていきましょう。 

１年生 校外学習 
 

５/２０（火）、１年生は神川げんきプラザでの校外学習を実施しました。活動プ

ログラム「プロジェクト・アドベンチャー（ＰＡ）」では、長縄くぐり、大シーソー、

ターザンロープ、壁登り等に取り組みました。全員で協力しなければクリアできない

ミッション（課題）があり、どのグループもとてもよく協力し、楽しく活動すること

ができました。仲間と協力することの大切さを改めて確認することができました。 

２年生 宿泊学習  
 

５/２２（木）、２３（金）に、２年生は茨城

県立中央青年の家での宿泊学習を実施しました。 

１日目はウォークラリー、飯盒炊さん、キャンプ

ファイヤーに取り組み、２日目はＪＡＸＡ筑波宇

宙センター、つくばエキスポセンター見学を行い

ました。ウォークラリーでは、チェックポイント

を見逃し、迷子になってしまう班もありましたが、

班で協力し、力を合わせてトラブルに対処するこ

とができました。是非、今後の学校生活にもつな

げていきましょう。 


